
 「北一明記念館」開設式おこなわれる！ 

10 月 24 日、北一明記念館開設式が、10 時から飯田市江戸町の生家前で行われました。

式には新聞を見て来られた近隣の方々も含め約 40 名が参加しました。 

開設式には、法政大学名誉教授、元法政大学総長の田中優子氏をはじめ、飯田市長の佐

藤健氏、広島大学名誉教授の金田晋氏、飯田市の橋北まちづくり委員会の気賀沢公彦委員

長、江戸町自治会長吉田政司氏、さらには、中国大使館より大使に代わり１等書記官の岑

松（シン・ショウ）氏などが参加しました。マスコミ各社も取材に駆付け、熱心にメモを

取っていました。 

田中優子氏は祝辞で「北一明はアートと平和を結び付けた。記念館が平和の発信地にな

るよう願う」また佐藤市長は「北さんは飯田で必ずしもよく知られていないが、今後は業

績を理解し記念館が平和を考える場になれば」と挨拶。金田氏は美学の専門家の立場で雑

誌世界に書いた中味を紹介、北の業績を称えました。その後来賓各氏によるテープカット

と参加者一同で記念写真を撮りました。記念館内の見学会が行われました。 

見学した住民の方は解説を聞きながら口々に「近くにこんなすごい人がいたということ

は知らなかった。皆さんにもっと知って欲しい」、また広島・長崎の被爆者の痛みを表現し

た青や金色ににじむデスマスクの釉薬の涙を見て、「自分も涙が出た」と話していました。

展示室にはこの他に「耀変天目」の茶器・書など約６０点の作品が展示されています。 

 資料室には、北の自筆原稿やパンフレット類、顕現美を表現したカレンダー類などがあ

り、見学者は各々手に取ってみていました。 

 北一明記念館は、菱田春草記念公園に近く、江戸時代の武家屋敷の面影を残す「離騒一

宇」を改修した小さな記念館です。国内外で反核・平和を訴えてきた北一明の作品が展示

された、記念館の開設が飯田の共通の財産として新たな息吹を添えることに期待していま

す。  

 

 

左より主催者代表田中義教氏、金田晋氏、佐藤健市長、田中優子氏、岑松氏、気賀沢公彦氏 

 



 

挨拶する左より田中優子氏、佐藤健市長、金田晋氏 

 

 

 

北作品を鑑賞する左：田中優子氏と地元の自治会長吉田氏、大沢氏ら   右：岑松氏、金田晋氏 



 

 左：デスマスク「死屍累々」   右：資料室で貴重な資料に驚く田中優子氏ら 

 

地元各紙、中日新聞、信濃毎日新聞、南信州新聞等に掲載されました

中日新聞 

 



 10月 24日信濃毎日新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 10 月 25 日信濃毎日新聞 



南信州新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 10月 30日しんぶん赤旗 


